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となる｡ こ ゝでAoi は chargeTparticle l VL作用する舛夢 の
Vector potential･lPl･Qj は fミeid vaT盲ah王eで 輿はuefの
definitionか らきまるvar呈ahleであるC この日amiltorliar'お らつぎ
の運動方程式を うる｡
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ここでWciはcyclotron frequencyql〒qlx+ tqjJ･で ･･Y･y
は poiarizatir,nの方向を表すロここでma甲et･'cIHeldは一様で ,Z
方向を向き電力が ･タ方向に作用しているoまた一つの波 .1だけが excite
していて random phqSe近似を用いたo
づぎ紅中嶋 ･山田の両氏がや られた様に Z方向の縦波の運勢を考えると ,
*
電力場のため ∫方向に電波が生じていて ,従波は直接q右 q-/之とcoupie
して上の方程式と共vL解 くことができるCこの様な現象は太陽表面や電報層
で■Alfv昌n荻を考えるとき蚕要であろう ;叉上式の左辺第三項は nor卜
linearの contributior'を与え ,Alfv昌n波,D振巾と daTr,Ping
constaTltに.比例してあまり大きな ct)ntributif)nはない｡
境のプラズマ振動に対する非線型理論






横波の場合紅は ,Ⅴ王as(,vEq･は esserltia王に一次元で ,鑑型化する
ことなしに_形式解を得ることが出来 る｡そ こで得 られた分布函数 → 電流を
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